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熊本地震で被災した第３セクター鉄道の南阿蘇鉄道の全線復旧には，約 6 5億円から

7 0億円の復旧費用と５年程度の設計・工事期間を要すると言われている．多くの支援

活動があり，それぞれが南阿蘇鉄道の復旧・復興に向け取り組んでいるが，連携して，

継続的に活動を行っていくことが難しい．また，風化による観光客や支援者の減少が

問題視される．提案に至る過程として，東日本大震災から全線復旧を果たした岩手県

三陸鉄道へ調査に行き，南阿蘇鉄道復興への考察を行なった．三陸鉄道には，「三陸

鉄道を勝手に応援する会」という地域組織が復興に大きく関わった．多様なメンバー

が情報共有や継続的な復興活動に大きな役割を果たした．そこで，多様な主体が一体

となる機運づくり，鉄道施設の活用，南阿蘇鉄道が地域の足として日常を確保する重

要性を提案する．また，南鉄応援団として活動を行っている． 

 

 

1 .   政策提案の背景  

 

平成 28 年４月 14 日，1 6 日に発生した熊本地震で，高森町・南阿蘇村（以下，南

阿蘇地域）は，交通アクセスに大きな影響を受けた．その中でも第３セクター鉄道の

南阿蘇鉄道は，近年の人口減少やモータリゼーションにより，利用者が減少しており，

復旧スキームや復旧費用等様々な問題を抱えている．  

第３セクター鉄道は，利用者の少ない路線を存続させようと県や自治体が出資し転

換された鉄道が多く，経営の厳しい路線は災害を期に廃線が検討される恐れがある．  

熊本地震から１年となる平成 2 9 年４月に国土交通省による南阿蘇鉄道の鉄道施設

災害復旧調査結果 1 )が発表された．それによると，南阿蘇鉄道の全線復旧には，合計

で約 65 億円から 70 億円の費用と，５年程度の設計・工事期間を要する．  
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2． 南阿蘇鉄道の復旧への地域の取り組み 

 

(1) 復旧方針の意思決定 

ヒアリング調査の結果，熊本地震発生後，南阿蘇鉄道の草村大成社長（高森町長）

は，長野副社長（南阿蘇村長，当時）と協議し，取締役会において次の３点を決定し

たことが分かった． 

a)臨時通学バスの運行（南阿蘇村，高森町議会の承認，予算化） 

高森町と南阿蘇村は，まず高校生の通学手段を確保するべきであるとして，熊本県

や教育委員会と協議し，学校再開日から臨時通学バスの運行を開始した．現在は，九

州産交による運行が行われている． 

b)南阿蘇鉄道は，熊本地震から全線復旧する． 

平成 2 8 年５月 1 1 日の取締役会で，南阿蘇鉄道の全線復旧と比較的被害の少なかっ

た高森―中松間の早期復旧を決定した． 

c)地域住民の南阿蘇鉄道復活への機運醸成 

南阿蘇地域の南阿蘇鉄道の復旧・復興への盛り上がりを止めないために，定期的な

イベントの開催，ワンピース列車，小学館ラッピング列車の運行，SN S での情報発信

などを行っている．イベントは一過性のものだが全線復旧を目標に，盛り上がりを止

めないために定期的に開催している． 

 南阿蘇鉄道代表取締役草村大成氏（高森町長）は，「南阿蘇鉄道は，地域交通を支

える唯一の公共交通機関・観光ツールであるとともに南阿蘇地域の人と人，文化，心

をつなぐ重要なツールである．」と述べ，全線復旧に向けて国や県への要望活動を行

っている． 

 

（2） 地域の復旧・復興活動 

地域の南阿蘇鉄道復旧・復興への取り組みは，南阿蘇鉄道復旧支援対策チーム実行委

員会（以下，実行委員会）を中心に行われている．南阿蘇鉄道の各種イベントは，実

行委員会を中心に企画・運営されており，地域住民によるマルシェの出店等も行われ

ている．  

 平成 28 年７月 31 日に高森―中松間での部分運行再開に合わせて「南阿蘇鉄道復活

祭」が行われ，約 4 0 00 人が訪れた．その際沿線住民の声として，「時計のように当

たり前になっていた踏切の音を久しぶりに聞くことができて嬉しい」，「全線復旧し

てもらわないと，息子を熊本市内の高校に通わせることができない」といった南阿蘇

鉄道が生活の一部になっていたことや，重要性を再認識したという意見があった．  
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3.   提案によって解決したい課題  

 

現在，南阿蘇鉄道や沿線自治体主催の「南阿蘇鉄道復活祭」などの復興イベントや

キリン午後の紅茶の CM で南阿蘇鉄道が起用されるなど，地域内だけでなく，全国的

な支援活動が行われている．また，南阿蘇鉄道の駅内や沿線の店舗の人などで構成さ

れる「南阿蘇鉄道復旧支援部会」という組織があり，それぞれでイベントや復興企画

が行われている．南阿蘇鉄道，自治体，地域住民それぞれが南阿蘇鉄道の復旧に向け

て取り組んでいるが，連携して継続的に活動を行っていくことが難しい．また，今後

風化による観光客や支援者の減少が問題視される．  

本提案によって解決したい課題は，それらの主体が連携することが難しい環境と，

長期的な復旧期間における風化についてである．  

  

 

4． 三陸鉄道の復旧・復興プロセス 

 

 南阿蘇鉄道の復旧・復興への知見を得るために，平成2 3年の東日本大震災で被災し

た三陸鉄道2)の復旧・復興について調査を行った．三陸鉄道は，岩手県の第３セクタ

ー鉄道で，復旧・復興へ特徴的な取り組みが多く見られた． 

 

（１）三陸鉄道の全線復旧までの概要 

 三陸鉄道は，５日後から部分運行を再開して，被害の少ない区間を優先的に再開さ

せることに尽力した．国による災害復旧費の特別措置もあり，３年後には全線復旧を

果たした．早期的かつ積極的な復旧活動から，全国的な支援につながった． 
 

（２）多様な主体による復興活動 

三陸鉄道の復興は，多くの復興イベントで全国の注目を集めた．イベントについて

は，イベント会社やコンサルタント等の関わりはなく，岩手県や自治体，企業の支援，

三陸鉄道を勝手に応援する会の協力の下行われた．大手企業の支援やあまちゃん放送

などは，すべて向こうからの要請で，多くの支援があったため，決まったイベントは

すぐに実行することができた． 

震災前の平成 1 9 年から，岩手県の沿岸部とそこを走る三陸鉄道を応援する目的で

「三陸鉄道を勝手に応援する会 3 )」が存在した．  震災時，会には，岩手県庁幹部や地

元企業，マスコミ等がいて，情報共有，支援のネットワークとして機能した． 三陸

鉄道を勝手に応援する会のような地域の支援団体が，災害前から存在したことにより，

情報共有，支援活動や復旧活動など多様な主体の関わりが円滑に行われた．震災前は，

2 0 名程だったが，現在 2 0 0 名以上になっている．その中でも現在もつながりがあり，

支援のネットワークとして関わりのある者もいる．  

さらに，震災後の平成 2 3 年 1 0 月から平成 2 9 年３月まで，三陸鉄道の南リアス線

盛駅で，NPO 法人夢ネット大船渡が岩手県から委託を受け，切符販売等の駅の業務

を行った．業務に加えて駅内を「ふれあい待合室」として，地域の方々や観光客が集
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える場所として活用された．駅内では，テレビ，新聞が置かれており，コーヒー等が

販売され，列車に乗らない人でも気軽に地域の人が集える場づくりが行われた．  

 

 

5 . 提案内容  

 

三陸鉄道の事例から得た知見をもとにした提案内容を以下の３つに示す． 

 

(1)多様な主体が一体となる機運づくり 

第３セクター鉄道が災害から復旧するためには，鉄道会社や自治体が鉄道の復旧活

動に取り組むのは当然であるが，地域の人々が鉄道の必要性について考えることも重

要である．鉄道の復旧あるいは廃線は，今後の地域づくりに大きく関わってくる問題

である．地域の人々が必要としない鉄道は，国や世論も支援しようとはならない．そ

のため，多様な主体が一体となって南阿蘇鉄道の復旧を目指す機運が必要となるとい

える． 

 

(2)鉄道施設の活用 

鉄道とバスの大きな違いとして，駅空間が存在し人々が集える場所があるというこ

と，線路が地図に表示され，地域がつながっていることが目に見えて認識できるとい

うことがあると考える．南阿蘇鉄道は，駅内にカフェや本屋があり，人々が集える空

間がある．観光客だけでなく，地域が日常的に活用できる場所にすることが重要であ

る．収益や盛り上がりのためには，ラッピング列車やイベント列車などの鉄道を利用

したイベントを行うことも重要であるが，高校生や高齢者等の日常的に鉄道を利用す

る人々への取り組みも必要であるといえる． 

 

(3)地域の足として日常を確保する 

観光客誘致のためには，観光列車やイベント列車が必要である．しかしそれ以前に，

近年地域全体の利用者は減少しているが，高校生の通学，高齢者の足として，日常を

確保している公共交通機関であることが重要である．地域のための公共交通であると

いうことを地域住民自身が認識することが重要であると考えられる．地域の公共交通

としての機能は，日本の第３セクター鉄道全体の問題として考えるべきである． 

 この３つを行っていくには，持続可能なゆるやかな関係づくりが必要になると考え

る．  

 

  

6． 南鉄応援団の活動 

 

 これまで述べた内容を，南鉄応援団の活動として実施している． 

平成2 9年２月2 0日に高森町にて研究報告会を行なった．参加者には，南阿蘇鉄道，

自治体，南阿蘇鉄道復旧支援部会，肥薩おれんじ鉄道，地元新聞社，熊本大学，地域
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住民など多様な主体が集まるきっかけとなり，それらをゆるやかにつなぐ「南鉄応援

団」を結成した．  

「駅つなぎ，人つなぎ」の活動として，南阿蘇鉄道の全線復旧，南阿蘇地域の復興

を支援する市民活動として，南阿蘇鉄道の駅と駅，駅と地域の方々を結びつけ，特に

現在鉄道が運休している，中松駅以西の鉄道駅のにぎわいづくりを行うことを目的と

している．南阿蘇鉄道，南阿蘇村，高森町，地域の方々との緩やかな連携を基に以下

の活動を行う．１．駅や線路の清掃を行う．２．駅空間や駅同士を繋ぐイベントを行

う．３．それらを通じて，復興まちづくりの人財育成や情報発信を行う． 

 実際の活動例としては，H2 9年4月 1 5日に南阿蘇白川水源駅で南阿蘇ガイドクラブ

の方と一緒に，白川水源まで歩き，駅と観光地の回遊性を高めることと，駅内でも企

画をして駅の利活用を目的として行なった．９月３日，４日には，不通区間である南

阿蘇水の生まれる里白水高原駅にて，熊本市内の団体「おたがいさま食堂くまもと」

と共催し，駅キャンプとルナ天文台の方によるホームでの星空観賞会を行なった．ま

た，参加者全員で駅舎や線路の掃除を行なった． 

南阿蘇鉄道を知ってもらったり，子どもたちにも思い出に残ってまた来てもらえる

ような企画を考えて実施，情報発信している． 

 

 

7． まとめ 

 

 南阿蘇鉄道の復旧・復興が南阿蘇地域の復興に大きく関わるといえる．南阿蘇地域

だけでなく，熊本県全体で考えていく必要がある．長期的な復旧期間を要するために，

持続可能な復興活動が必要となる． 

南鉄応援団の活動は，現在もたくさんの人が応援してくれており，少しずつゆるや

かな繋がりづくりを実践している． 
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